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H28 年 6月より、民間のアパート（サテライト型グループホームと同じ
敷地内にある）を利用した単独型の短期入所事業を開設しました。
家庭で何か急用があったり、しばらく家庭から離れて暮らす必要があ
る方々に利用していただきます。単独型なので、集団が苦手な方もご
自分のペースで過ごしていただけると思います。

　サテライト型
住居グループ
ホームとはな
に！？
　簡単に説明
すると一人暮ら
しをしたいけ

ど、どうしていいかわからない・自信がない・全て
一人でやっていくとなると不安がある・あと一歩頑
張れば一人暮らしができる。そんな方に対して一
人暮らしに向け支援をし応援していく場所です。
また、「一人暮らし、自分らしい自分だけの暮ら
し」を経験する場所でもあります。
　７月１日より新たにサテライト型住居グループ
ホームでＯ・Ｔさ
んが生活を始め
ました。『自分の
思い描く暮らし
がある、だけど自

　さる、７月10日、「平成 28 年度かりがね福祉
会実践発表会」が開催されました。
　今年も、日頃の支援や利用者さんとの活動、
また新たな取り組みについて、７事業所から熱い
報告がありました。会場には、利用者さんの姿
も見られました。
午後は、長野県政出前講座「障害者差別解消

短期入所事業「おひさま」の開設

サテライト型住居グループホームについて

平成28年度実践発表会

信がない。仕事をして安定
した収入がないと一人暮ら
しは出来ない。』そんな気
持ちでグループホームで共
同生活をしていました。思
い通りにいかずストレスが
溜まったり、生活環境にも
うまくなじめない・・・そんな自分にも悩んでいま
した。また気持ちを切り替えられず、日中活動先
へ通う意欲もなくなり、部屋に引きこもりがちでし
た。Ｏ・Ｔさんの場合、まずは暮らしの場所を変
え、自分で出来る事を増やし自信をつけ、日中活
動にも意欲的に参加することを目指します。いず

れは仕事につき収入を得
る！その収入でさらに自分
らしい暮らしができるよう
応援し、サポートをしてい
きたいと思います。

法」が開講され、一般の方もご一緒に、新しい
法律について学びました。
　加えて今年から、勤続表彰の表彰式が行われ
るようになり、５
年・１０年の単位
で「かりがね」に
勤務した職員が
表彰されました。
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［理事・監事］（敬称略）
理事長／小林　彰
副理事長／清水　俊治
常務理事／塚田　弘人
理事／山崎　寿雄、中村　彰、小林　典子
　　　中村　勝、滝沢　博文、渡邉　務
　　　半田　正直、竹内　洋一
監事／樋口　俊文、横沢　正

　10月より真田町、福祉センター隣、しんきん跡地
に放課後等デイサービス事業「ミライエ」が開所さ
れます。放課後等デイサービス(以下、放課後デイ)
とは、主に6歳から18歳の障がいをお持ちの就学さ
れているお子さんに対し、放課後や夏休み等長期
休業日に生活能力向上のための訓練、社会資源な
どを活用し地域との交流の場の提供、また余暇的
な支援を提供します。今までもえ～るではお子様の
放課後や長期休みの支援を行っており、「何が違う
の？」と疑問に思われる方も多いと思います。違い
を簡単に説明したいと思います。

①	今までえ～るでは行動援護や地域生活支援事業
(移動支援等)など個別支援を中心としてきまし
た。放課後デイでは一人のスタッフが複数の利用
者さんを支援します(開所しスタッフも利用されて
いる方も慣れるまでは１対１に近い体制での支
援を考えています)。「手厚い方が良いんじゃない
の？」と思われる方も多いと思いますが、グルー
プで支援することで、お友だち同士のやり取りで
あったり、お子様の社会性を伸ばすことができる
よう支援します(お友だちの力はとても大きいもの
です)。

②	放課後デイでは事業目的に「訓練」や「療育」掲
げています。

　　また「障がい児支援利用計画(サービス等利用

法人役員改選

放課後等デイサービス事業「ミライエ」
計画)」の作成が必須となります。

　　相談支援専門員を中心に関係機関が連携を取
り合い、お子様に必要な支援をしっかりと見極
め、個別支援計画を基に、スタッフ間で統一され
た支援を行います。「障がい児支援利用計画」に
より、「ご本人(ご家族様)と事業所」という支援
体制ではなく、ご本人を中心に関係機関が連携
を取り合い、ご本人を円で囲むような支援体制が
可能になります。

③	放課後デイを利用にあたり、療育手帳は必須で
はないので学習障がいの方も利用できるという
メリットがあります。

※尚、放課後デイと行動援護、移動支援は併給も可
能です。相談支援専門員へお尋ねください。

　「ミライエ」という名称は「ミライへ(未来へ)…未
来へ繋がる活動が出来る場所」「イエ(家)…個性が
認められる居場所」という願いを持ち付けられまし
た。ミライエではお子様の一人ひとりが安全、安心
に過ごすことが出来ること。また、１日の活動の流
れを通して生活習慣を獲得していくこと。曜日ごと
に活動内容を用意し(レク、調理、創作、音楽療法、
個別活動)、様々な体験を中心に、成人された時に
とても大きな力となる「わたしの好きな事(物)、得意
な事」を見つける応援をしていきたいと考えていま
す。

［評議員］（敬称略）
小林　彰、清水　俊治、青木　和男
若林　喜久雄、熊崎　一也、三井　和哉
宮下　俊哉、遠藤　謙二、徳増　邦子
宮島　渡、大貫　典子、千野　祐樹、荒木　克子
青木　千浪、宮嶋　正範、笠原　茂正
大塚　良治、佐藤　論征、田中　守、保母　和子
竹井　達郎、三井　千愛、清水　栄紀、茅野　美咲
関谷　浩行

任期満了に伴う役員改選が行われました。
退任された皆様、永年ご尽力を頂きありがとうございました。
再任、新任役員の皆様、宜しくお願いいたします。
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4月

5月

6月

7月

8月

作業

イベント

販売会

＊販売会のお知らせ＊   お問い合わせはこちらまで
● OIDEYO ハウス ☎0268-73-0005
● 乾燥工場 ☎0268-73-2292　
　 お気軽にご連絡ください♪

● HP  http://oideyohouse.com/
● twitter  @OIDEYO2
● Facebook  OIDEYO　

    もチェックしてみてください。

ナイスハートバザールin上田　
9/30(金)、10/1(土)、2(日)
場所 ： イオン上田

OIDEYOハウス～半年の振り返り～

真田の山あいにある、就労支援B型事業所“OIDEYOハウス”。農作業、室内製作、乾
燥加工場それぞれの作業班で、毎日商品作りに励んでいます。日々の作業で3つの班
が集まることは少ないですが、イベントや販売会ではひとつになって楽しみます。そん
なOIDEYOハウスのH28年度の半年を振り返ってみたいと思います。

●盆休み前大掃除

●アースデイin佐久
●小諸まちなかマルシェ

OIDEYOハウス全員で“働く”ことに真剣に取り組んでいます。

販売会では利用者さんと職員
が、一緒になって販売してい
ます。「いらっしゃいませ～」「
私が作ったやつです」とお客
様に積極的にアピールします
。OIDEYOハウスの商品は、
どこへ行っても人気です！！ワ
ークショップも好評です♪

恒例行事のお花見。今年は真田地域にある信鋼寺で行いました。
きれいな芝桜、おいしいちらし寿司、レクリエーションでたのしい
ひと時を過ごしました♪

●お花見
●障害者スポーツ大会
●ふれあい広場in御代田
●ふれあい看護ながのin東信

●避難訓練
●傍陽小運動会
●本原小学校音楽会
●ほのぼの市
●街かど福祉講演会

●大人の文化祭（ワークショップ）
●びんずる市
●ながの子どもわくわくフェスタ

アースデイin佐久

お花見 障害者スポーツ大会

避難訓練

大人の文化祭
（ワークショップ）

盆休み前大掃除
※●…OIDEYOハウスの行事、　●…販売会

特大玉ねぎがたくさん収穫
できました！

みなさん黙々と作業しています。スライサーでりんごを切っています。

信鋼寺でお花見～✿

地震を想定した
避難訓練

大人の文化祭！
名刺入れを作って
いただきました♪



 2016年　第374号［昭和54年第三種郵認可］秋 かりがね

4

4月

5月

6月

7月

8月

作業

イベント

販売会

＊販売会のお知らせ＊   お問い合わせはこちらまで
● OIDEYO ハウス ☎0268-73-0005
● 乾燥工場 ☎0268-73-2292　
　 お気軽にご連絡ください♪

● HP  http://oideyohouse.com/
● twitter  @OIDEYO2
● Facebook  OIDEYO　

    もチェックしてみてください。

ナイスハートバザールin上田　
9/30(金)、10/1(土)、2(日)
場所 ： イオン上田

OIDEYOハウス～半年の振り返り～

真田の山あいにある、就労支援B型事業所“OIDEYOハウス”。農作業、室内製作、乾
燥加工場それぞれの作業班で、毎日商品作りに励んでいます。日々の作業で3つの班
が集まることは少ないですが、イベントや販売会ではひとつになって楽しみます。そん
なOIDEYOハウスのH28年度の半年を振り返ってみたいと思います。

●盆休み前大掃除

●アースデイin佐久
●小諸まちなかマルシェ

OIDEYOハウス全員で“働く”ことに真剣に取り組んでいます。

販売会では利用者さんと職員
が、一緒になって販売してい
ます。「いらっしゃいませ～」「
私が作ったやつです」とお客
様に積極的にアピールします
。OIDEYOハウスの商品は、
どこへ行っても人気です！！ワ
ークショップも好評です♪

恒例行事のお花見。今年は真田地域にある信鋼寺で行いました。
きれいな芝桜、おいしいちらし寿司、レクリエーションでたのしい
ひと時を過ごしました♪

●お花見
●障害者スポーツ大会
●ふれあい広場in御代田
●ふれあい看護ながのin東信

●避難訓練
●傍陽小運動会
●本原小学校音楽会
●ほのぼの市
●街かど福祉講演会

●大人の文化祭（ワークショップ）
●びんずる市
●ながの子どもわくわくフェスタ

アースデイin佐久

お花見 障害者スポーツ大会

避難訓練

大人の文化祭
（ワークショップ）

盆休み前大掃除
※●…OIDEYOハウスの行事、　●…販売会

特大玉ねぎがたくさん収穫
できました！

みなさん黙々と作業しています。スライサーでりんごを切っています。

信鋼寺でお花見～✿

地震を想定した
避難訓練

大人の文化祭！
名刺入れを作って
いただきました♪



資金収支計算書
自　平成27年4月1日〜至平成28年3月31日

事業活動収支計算書
自　平成27年4月1日〜至平成28年3月31日

勘　定　科　目 当年度決算（A） 前年度決算（B) 増減（A)-（B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

就労支援事業収益 9,590,154 0 9,590,154
障害福祉サービス等事業収益 808,114,118 0 808,114,118
経常経費寄付金収益 1,286,854 0 1,286,854
サービス活動収益（1） 818,991,126 0 818,991,126

費
用

人件費 549,654,046 0 549,654,046
事業費 94,644,939 0 94,644,939
事務費 62,548,330 0 62,548,330
就労支援事業費用 10,820,154 0 10,820,154
減価償却費 39,506,293 0 39,506,293
国庫補助金等特別積立金取崩額 －18,387,987 0 － 18,387,987
サービス活動費用計（2） 738,785,778 0 738,785,778

サービス活動増減差額（3）=（1）-（2） 80,205,351 0 80,205,351
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減

の
部

収
益

借入金利息補助金収益 5,169 0 5,169
受取利息配当金収益 96,125 0 96,125
その他のサービス活動外収益 8,131,021 0 8,131,021
サービス活動外収益（4） 8,232,315 0 8,232,315

費
用

支払利息 979,794 0 979,794
サービス活動外費用計（5） 979,794 0 979,794

サービス活動外増減差額（6）=（4）-（5） 7,252,521 0 7,252,521
経常増減差額（7）＝（3）+（6） 87,457,872 0 87,457,872

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 430,000 0 430,000
特別収益計（8） 430,000 0 430,000

費
用

固定資産売却損・処分損 75,000 0 75,000
国庫補助金等特別積立金額 430,000 0 430,000
特別費用計（9） 505,000 0 505,000

特別増減差額（10）＝（8）-（9） －75,000 0 － 75,000
当期活動増減差額（11）=（7）+（10） 87,382,872 0 87,382,872
繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

前期繰越活動増減差額（12） 594,213,405 0 594,213,405
当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）+（12） 681,596,277 0 681,596,277
基本金取崩額（14） 0 0 0
その他の積立金取崩額（15） 20,000,000 0 20,000,000
その他の積立金積立額（16） 29,500,000 0 29,500,000
次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）-（16） 672,096,277 0 672,096,277

※平成27年度　新会計基準に移行したため前年度決算欄への金額記載はありません。	

（単位：円）

（単位：円）
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勘　定　科　目 予算（A） 決算（B) 差異（A)-（B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

就労支援事業収入 11,396,000 9,590,154 1,805,846
障害福祉サービス等事業収入 796,087,000 808,114,118 － 12,027,118
経常経費寄附金収入 1,300,000 1,286,854 13,146
借入金利息補助金収入 0 5,169 － 5,169
受取利息配当金収入 88,000 96,125 － 8,125
その他の収入 7,939,000 8,131,021 － 192,021
事業活動収入計（1） 816,810,000 827,223,441 － 10,413,441

支
出

人件費支出 556,967,000 540,129,643 16,837,357
事業費支出 107,810,000 94,644,939 13,165,061
事務費支出 71,264,000 62,548,330 8,715,670
就労支援事業支出 11,396,000 10,820,154 575,846
支払利息支出 999,000 979,794 19,206
事業活動支出計（2） 748,436,000 709,122,860 39,313,140

事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2） 68,374,000 118,100,581 － 49,726,581
施
設
整
備
等
に
よ
る

収
支

収
入

施設整備等補助金収入 430,000 430,000 0
施設整備等補助金収入計（4） 430,000 430,000 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 12,975,000 12,964,400 10,600
固定資産取得支出 29,712,000 29,703,419 8,581
施設設備等支出計（5） 42,687,000 42,667,819 19,181

施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5） －42,257,000 － 42,237,819 － 19,181
そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 20,000,000 20,000,000 0
その他の活動収入計（7） 20,000,000 20,000,000 0

支
出

積立資産支出 34,590,000 34,366,736 223,264
その他の活動支出計（8） 34,590,000 34,366,736 223,264

その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8） －14,590,000 － 14,366,736 － 223,264
予備支出（10） 1,798,000 0 1,798,000
当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10） 9,729,000 61,496,026 － 51,767,026
前期末支払資金残高（12） 411,128,282 411,128,282 0
当期末支払資金残高（11）+（12） 420,857,282 472,624,308 － 51,767,026



　平成28年7月6日（水）享年65歳にて急逝されました。突然の事でし
た。ご本人も、周囲の人達も、びっくりだったと思います。洋一さんは、
かりがねが出来た時からの利用者さんで、気さくな性格と優しい人柄
で、まわりの方から、洋ちゃんと呼ばれて慕われていました。風の工房
に長く通われ、多くの作品を作られました。力仕事も得意でした。皆さ
んから愛された井出洋一さん、ありがとうございました。今後は、空の
上から見守ってください。� （竹田）

井出洋一さん逝く

貸借対照表平成28年3月31日現在

1.減価償却費の累計額　229,518,629円� ※平成27年度　新会計基準に移行したため前年度決算欄への金額記載はありません。

資産の部 負債の部
科目 当年度 前年度 増減 科目 当年度 前年度 増減

流動資産 503,203,434 0 503,203,434 流動負債 67,368,811 0 67,368,811
現金預金 369,790,398 0 369,790,398 事業未払金 24,121,912 0 24,121,912
事業未収金 133,295,036 0 133,295,036 1年以内返済予定設備金借入金 12,960,400 0 12,960,400
前払金 118,000 0 118,000 預り金 6,457,214 0 6,457,214
固定資産 918,808,789 0 918,808,789 賞与引当金 23,829,285 0 23,829,285
基本財産 665,933,955 0 665,933,955 固定負債 166,173,822 0 166,173,822
土地（基本財産） 112,702,611 0 112,702,611 設備資金借入金 128,868,000 0 128,868,000
建物（基本財産） 553,231,344 0 553,231,344 退職給付引当金 37,305,822 0 37,305,822
その他の固定資産 252,874,834 0 252,874,834 負債の部合計 233,542,633 0 233,542,633
建物 52,088,776 0 52,088,776 純資産の部
構築物 89,404 0 89,404 基本金 59,503,983 0 59,503,983
機械及び装置 1,949,001 0 1,949,001 基本金 59,503,983 0 59,503,983
車輌運搬具 3,975,743 0 3,975,743 国庫補助金等特別積立金 310,549,825 0 310,549,825
器具及び備品 10,517,783 0 10,517,783 国庫補助金等特別積立金 310,549,825 0 310,549,825
ソフトウェア 208,800 0 208,800 その他の積立金 146,319,505 0 146,319,505
投資有価証券 20,000 0 20,000 移行時特別積立金 22,150,000 0 22,150,000
退職給付引当資産 37,305,822 0 37,305,822 人件費積立金 5,000,000 0 5,000,000
移行時特別積立資産 22,150,000 0 22,150,000 修繕費積立金 52,200,000 0 52,200,000
人件費積立資産 5,000,000 0 5,000,000 備品等購入積立金 25,500,000 0 25,500,000
修繕費積立資産 52,200,000 0 52,200,000 設備整備等積立金 36,962,505 0 36,962,505
備品等購入積立資産 25,500,000 0 25,500,000 返済積立金 4,507,000 0 4,507,000
設備整備等積立資産 36,962,505 0 36,962,505 次期繰越活動増減差額 672,096,277 0 672,096,277
返済積立資産 4,507,000 0 4,507,000 次期繰越活動増減差額 672,096,277 0 672,096,277
霊園永代使用権 400,000 0 400,000 （うち当期活動増減差額） 87,382,872 0 87,382,872

純資産の部合計 1,188,469,590 0 1,188,469,590
資産の部合計 1,422,012,223 0 1,422,012,223 負債及び純資産の部合計 1,422,012,223 1,422,012,223
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� 感謝録
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柳沢正治　河辺昭男　小池美治　朝倉俊樹
知足堂　中沢久美恵　遠藤 綿　原 輝則
牛乳パック、雑巾、入浴剤、洗剤、野菜、
アコーディオン、コモスイスプレーボトル、
衣類、桑の実、　着物　　　　以上

㈲商工さんぐー　小林彰　塚田弘人
匿名希望
� 合計　４１２，７７５円

■長野県　小林彰　重田今朝道　橋詰文男
荒井幸枝　高橋邦廣　西入一義　匿名希望
池田明朗　宮島喜久子　恒だ好孝　
荻原みよ子　大坪義朗・栄子　西沢三枝子
岡田久枝　渋沢電設㈱　矢島節子　草野澄隆
大和いずみ　小菅暁　㈱セキ内装板金　
龍昌院　柳沢文博　清水俊治　小林清英　
宮嶋正範　中島房枝杉原弘　神谷尋文　

皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。
※敬称略させていただきます　平成28年4月1日―平成28年6月30日

寄贈物品

寄付金 平成28年度運営会費納入金額
会員数（名） 会費（円）

長野県 77 388,000
北海道 1 5,000
東北地方 1 10,000
関東地方 14 140,000
中部地方 4 28,000
北陸地方 4 28,000
近畿地方 4 27,000
中国地方 1 3,000
四国地方

九州地方

合計  106 629,000

（H28年4月１日〜H28年６月30日）

水野荘太郎  上原幸一  高見芙紗子  竹田民子
大栗福太　鈴木忠志　沼澤昭太郎・八重子・
圭子　紅林裕子　佐藤芳嗣　瀬尾恭子　
小林敦子　金井眞知子　久保井正和　
中村瑞穂　仲沢澄江　福田すま子　
金井今朝輝　征矢みづ江　田玉志げ　
紅林奈美夫　宮入久与　工藤量男　瀬古誠
宮原千加江　金井さち子　依田貞男　
㈱アオヤギ印刷　児玉貞　大塚畳工業㈲　
臼井八代枝　久田節子　松浦千鶴子　
桜井三子　㈱ホテルやまびこ　平下ゆう子
滝澤健一　小山美智子　斉藤るり子　
長野TEC登喜司　㈱ウォームブランケット小林博之
■北海道　佐藤俊光　■青森県　上条勝芳　
■山形県　杉本卓洲　■東京都 女子学院 JG会
桜井庸子　隠田浩　沼田小織　　嶋崎幸雄　
友松浩志　宇野正宏　松本亜紀　南木雅子　
馬渡令子　本田栄一　■神奈川県 小井土光生
栗原弘子　■千葉県　森本由起子　土方栄理
■埼玉県　牧内操　佐々木良子　安達源次　
平野淑子　■群馬県　村瀬希久雄　■静岡県
曽根昌邦　■愛知県　大野泰典　退休寺　

平成28年度運営会員ご入会者

福壽一雄　■新潟県　勝山正　三上祥司　
丸山政弘　　丸山昭人　高橋良枝　
■京都府　岡本治男　宮本つや子　薮内淑子
■兵庫県　松岡幸代　■山口県　綿原輝則　
（平成28年4月1日－平成28年6月30日）
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会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL http://www.karigane.or.jp/
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長6430-1 TEL/FAX.0268-75-5431
■在宅支援センター・重度包括支援　え～る 
 〒386-2201　長野県上田市真田町長6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原531-1（よつばのいえ内）　TEL/FAX.0268-72-2434
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長2464-1 TEL.0268-72-2151　FAX.0268-72-4976
■OIDEYOハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■アトリエFuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■　　〝　　　（MOKU） 〒386-2201　長野県上田市真田町長6430-1 TEL/FAX.0268-72-2260
■希咲館 〒386-2202　長野県上田市真田町本原1491 TEL/FAX.0268-72-5067
 〒386-2201　長野県上田市真田町長6130-6 TEL/FAX.0268-71-5305
■いこいの家 〒386-2202　長野県上田市真田町本原2376-2 TEL/FAX.0268-72-8008

記

編

集
後

かりがね
フェスティバル

2016
平成28年10月15日（土）
真田総合福祉センター

10時～15時
つながり～地域とつながる・未来が輝く～

●模擬店
●ステージイベント（ビンゴゲームやバンドなど）
●各事業所の物品販売
●ゲームコーナー
●今年はJAとの合同企画を予定しています。

　久しぶりに、編集委員になりました。10 年ぶりだ
と思います。さてこの10 年間だけでもかりがね福
祉会は、変化してきました。名称もかりがね学園か
らライフステージかりがねへ、関連事業所も増えて
きています。利用者さんも高齢化しつつあります。
　様 な々変化はありますが、変わってもらいたくない
ものに、人々の人情とか、思いやりがあると思いま
す。昔、蒸気機関車を初めて見た日本人が煙を吐

いて暑そうだったからと言ってお水をかけてあげたと
いうエピソードがあります。思いやりからの行為だっ
たとの事だったらしいですが、まわりの人が苦しん
でいたり、悩んでいる時には、聞いてあげるだけで
も良いと思います。逆に自分が悩んでいる時に声を
かけられると嬉しいですよね。そんな共存社会を目
指したいなと思うこの頃です。
� （竹田）


